
































































および V を 6で割った剰余数に 1を加えた値を色情
報 C(x, y)として記録した． 500回繰り返しても最小
値を越えない時は， V (x, y)=5とし， Znewの絶対
値に104を掛けた値を 6で割った剰余数に 1を加えた値






（関数ABZC): ZC(k)＝区 C(M coskaL, M sinka砂
M=O 
ABZC (k) = IZC (k) I 
であり，ループを抜け出した時の色情報をもとにし















D =  (90+ 1)/P 
で算出した．さらに極大点の間隔の度数分布を求め，
その平均値 M を算出した．
算出した D および M の値をそれぞれ表 1' 表 2




a= -0. 198 







L*20 L*40 L*60 L*SO L*90 
図 2 a=-0.4の色情報による写像 図 3 関数 ABZCのグラフ
複素 3次関数写像のランダム性の解析 （その 2)
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L*ZO L*40 L*60 L*SO L*90 
図 4 関数 ABZCのグラフ
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図 5 パラメーター a と次元 D, 極大間の平均間隔 M
表 2 関数 ABZC:パラメーター aの次元 D と極大間の平均間隔 M








た．また，変数 nの関数値 X(n) とX(n+l), X 
















a -.404 -.403 -.402-.401 -.4 -.399 -.398-.397-.396 •- .395 a 
図 6 バラメーター a と次元 D, 極大間の平均間隔 M
図 3では a=-0.199, -0.2, -0.202, -0. 204の各
値のとき極大値の数が多くなっている．
図4では a=-0.398, -0.403, -0.404の値のとき極
大値の数が多くなっている．
パラメータ a と次元 D, 極大間の平均値 M の表
1, 表 2およびグラフ 図 5' 図 6より
図 5' 図 6のいずれにおいても D, M ともに振動
する変動がみられる．
表 1および図 5では
a=-0.199, -0.2, -0.202, -0.204の各値のとき
D, M ともに 3に近い値である．
a=-0.197, -0.2の値のところで D と M の値に
差がでている．
表 2および図 6では
a= -0.4の値のとき D が， a=-0.403の値のとき
10 國末 辺上伍
X(n) : X(n+l) 
X(n): X(n+2) 










a -.404 -.403 -.402 -.401 -.4 -.399 -.398-.397 -.396 -.395 a 















a -.204 -.203-.202-.201-.2 -.199-.198-.197-.196-.195 a 
図 8 関数 ABZC・パラメーター a と離散点間の相関係数
D, M ともに 3に近い値である．
















カオスの状態が a=-0.199,-0.2, -0.202, -
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